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＜連絡事項＞
・年末年始の売店（ネットショッピング）納品について
　1/2金曜日は売店の納品をお休み
（年末最終納品日）12/31（水）
（年始最初納品日）1/5（月）
　　発注については、ネットショッピングサイトは年末年始関わらず24時間注文は受け付けている。

＜入室状況＞
【入院】
・田沢　由太郎様～東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院
・村上　元道様～東病棟Bユニット3号室へ医療保護入院
【転出】
・中山　正光様～東病棟Cユニット4号室→南病棟Cユニット209号室

＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・若菜　登様～スタッフ付き添いにて市民HP受診している。明日の受診時間は市民HPより変更希望有り9：30へ時間変更となる。

・八幡　敏子様～主治医へ経口摂取の意向について確認、栄養と相談し年明けに経口摂取を開始していく事となる。
・飯田　修子様～明日より補食カロリーアップ。
・田村　洋子様～主治医より追加持参薬の指示いただいている。
・尾形　アイカ様～退院前共同指導実施している。
・大平　香奈様～主治医より西病棟転出許可あり。
・井畑　芳則様～主治医不在の為、小栁Drより臨時薬の処方いただく。
・飯岡　未来様～主治医不在の為、小栁Drより臨時薬の処方いただく。
・長浜　厚子様～主治医不在の為、小栁Drより不眠時エスゾピクロン(1)の処方いただく。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放中他室侵入繰り返し行動自制できず。早めに開放観察終了している。症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時眼光鋭さあり。威嚇的言動あり。妄想激しく話す内容がまとまらない。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。本日より午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。危険行為トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・福村　秀吉様～終日隔離中。興奮や易怒性なし。対面時礼節を保てている。粗暴行為見られず。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。


＜皮膚科診察＞
・長根　瞳様～左第4趾爪囲に発赤、腫脹、疼痛
ゲンタマイシン軟膏+ガーゼ

＜入院患者情報①＞
日　　時：令和7年12月23日　13：30
　氏　　名：田沢 由太郎（たざわ　よしたろう ）様
　生年月日：昭和11年3月16日(89)
　病　　名：混合型認知症
　合 併 症：うっ血性心不全、慢性腎不全、心房細動
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　H23年8月14日傾眠と左同名半盲が出現し八戸市立市民病院にて脳梗塞
　の診断となり、救命救急センターに入院。退院後、大里脳神経リハビリ
　テーションクリニックがかかりつけとなり、加療を行っていた。H30年に
　は水道の出しっぱなし、金銭管理困難、易怒性出現の訴えがあったがMMS
　Eの結果は25点と良く、経過観察となっている。その頃から「テレビに写
　っている人が自分を見つめている」との発言も聞かれるようになり、かか
　りつけの大里脳神経リハビリテーションクリニックより当院を紹介され、
　令和4年4月28日当院初診。以後、薬物療法施行しているが同年9月中旬頃
　より昼夜逆転となり、それに加えて靴下に火をつけてしまう、火の不始末
　等の行動も見られ、家族対応困難であり薬剤調整や環境調整目的にて令和
　4年10月20日当院へ医療保護入院となる。入院後、帰宅要求が聞かれていた
　が、過度となる事はなく、薬剤治療により易怒性などの精神・身体の症状
　悪化はなく経過され、令和5年2月13日有料老人ホーム「白山台」への入所
　が決定した事から、当院退院となっていた。その後他室侵入や頻尿により
　夜間睡眠不安定となることあるも集団生活において逸脱や不穏となること
　はなく経過していた。同年8月頃より被害妄想が出現し、徐々に徘徊や要求
　を訴えることが頻回となり落ち着きがなくなり都度薬剤調整実施にて対応
　していた。令和7年11月27日受診時に施設スタッフより杖で叩こうとしたり
　依存が強くて、職員を追いかけまわす、他者へ怒る等収集行為や迷惑行為
　が続き対応困難であると報告あり再度薬剤調整実施していた。その後も症
　状は悪化し、他入居者からもクレームが入っている状態であり、施設対応
　困難なため入院治療希望聞かれ、令和7年12月23日東病棟Cユニットへ医療
　保護入院となる。

＜入院患者情報②＞
日　　時：令和7年12月23日　15：19
　氏　　名：村上　元道（むらかみ　げんどう）様
　生年月日：昭和45年7月10日(55)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

＜経過＞
12月19日に当院外来受診し、その際は変わりなくやれている様子を
　見せていた。しかし、11月には仕事も半分くらいしか行けておらず、
　さらに半年ほど服薬はしていない状態であったことが関係スタッフ
　から明らかにされる。12月20日には大量服薬をしようとしていたと
　ころを交際相手に止められて吐き出させていることがあった。それ
　から、行方が分からなくなっていたが、突発的に以前から関心を持
　っていた横浜にある宗教団体の本部に行ってきている。怠薬による
　幻覚妄想状態の増悪と衝動制御困難の症状が強くなっていることで、
　本日入院目的にて受診。東病棟Bユニットへ任意入院となる。


